
 事業番号 

千円

人

千円

人

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

Ｈ19決算

750

0.1

750

830

0.1

Ｈ22予算

750

0.1

750

750

0.1

750

目　的
（何のために）

事

業

概

要

対　象
（誰・何を
　対象に）

事業内容
（手段、手
　法など）

事 業 の
必 要 性

   地元管理組合へ管理を委託している。（維持管理経費は地元負担）

   農業を取り巻く環境は、農業従事者の高齢化、担い手不足等により農家数が減少して
おり、施設利用率は減少傾向であるが、農業経営の安定、低コスト化等により地域農業
の振興を図るためには農機具等の共同利用は今後も重要である。

80

農林部

農業振興課

Ｈ21決算 Ｈ22予算

□直接実施
■委託又は指定管理　（委託先 ： 地元管理組合）
□補助金
□その他

   共同作業所 ・ 農機具保管庫を利用することにより生産コストの低減等を図り、農家所
得の向上と農業経営の安定を目指す。

【 支出 】

   共同作業所 ・ 農機具保管庫管理委託事業

   昭和４９年度

   津山市水稲生産近代化施設管理規程

830【収支】市の負担額（一般財源）

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

根 拠 法 令 等

実 施 方 法

担当部名

担当課名
事 業 名

　使用料･手数料

750 750

Ｈ19決算 Ｈ20決算

750

750

Ｈ20決算 Ｈ21決算

うち

人件費

総事業費

事業費（直接経費）

嘱託職員・
臨時職員等

正規職員
(平均給与750

万円換算）

従事者数

概算人件費
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　地方債

　その他（　　　　　　　）

従事者数

概算人件費

【 収入 】

　国・県からの補助金等

   農林業同和対策事業等により設置した共同作業所 ・ 農機具保管庫



 事業番号 

千円

千円

千円

千円

内　　　　　容

事業シート（概要説明書）

修繕料

特記事項
（事業の沿革等）

比較参考値
（他自治体における
類似事業の例など）

－

   事業実施年度：昭和４９年度～平成４年度

   施設数：８３施設

今後の事業
の方向性

（課題・改善
計画等）

事
業
の
自
己
評
価

事業目的達成の
ための活動指標

－

   設置当時の状況からは、農家数の減少等農業を取り巻く状況の変化により利用率は
減少傾向である。

   農林業同和対策事業等により設置した共同作業所 ・ 農機具保管庫の大部分は２０年
以上経過し、補助事業の耐用年数を経過しており、事業の目的は達成していると考えて
いる。
　今後、老朽化等により多額の修繕料の予算が見込まれるため、地元管理組合に譲渡し
自主的で効果的な管理と利用を図る。

－

事業目的の
達成状況

単位当りコスト

金　　額

目指す成果
（今後どのように

したいか）

平 成 22 年 度
事 業 費 内 訳

Ｈ20年度実績

80

活　動　指　標　名

利用率 77.2

単位

％

Ｈ21年度実績

77.1

Ｈ22年度見込

77.0

8


